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４
月
12
日
の
山
手
線
の
支
柱
倒
壊

事
故
は
「
大
事
故
が
起
き
な
か
っ
た

の
は
偶
然
。
間
一
髪
だ
っ
た
」
と
言

わ
れ
る
大
惨
事
寸
前
で
し
た
。

　
隣
接
す
る
京
浜
東
北
線
の
運
転
士

が
発
見
し
て
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
し
て

た
。
し
か
し
週
末
の
た
め
作
業
員
を

十
分
に
集
め
ら
れ
な
い
と
の
理
由
で

工
事
を
３
日
後
に
延
期
し
た
の
で

す
。
前
日
11
日
に
も
運
転
士
が
支
柱

の
傾
き
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
傾
い

た
段
階
で
事
故
を
防
ぐ
可
能
性
は
何

度
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　
支
柱
を
支
え
る
梁
を
撤
去
し
、
支

線
を
切
断
し
た
工
事
は
２
週
間
前
。

そ
の
間
ず
っ
と
放
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
幾
重
も
の
外
注
化
・
下
請
け
構

造
の
結
果
、
強
度
計
算
の
担
当
者
も

配
置
せ
ず
強
度
や
安
定
性
が
考
慮
さ

れ
ず
に
工
事
が
進
む
状
況
で
し
た
。

こ
う
し
た
現
実
が
発
覚
す
る
こ
と
を

恐
れ
、「
あ
と
３
日
は
大
丈
夫
」
と

列
車
を
止
め
る
措
置
を
取
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

技
術
・
経
験
を
喪
失

　
今
回
の
事
故
は
重
大
事
故
寸
前
の

事
例
が
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
保
守
・
点
検
部
門
は
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
直
営
で
し
た
が
、
コ
ス
ト

削
減
の
た
め
に
軒
並
み
外
注
化
さ
れ

ま
し
た
。
施
設
・
検
査
修
繕
・
構
内

運
転
・
仕
業
検
査
・
駅
…
…
。

　
外
注
化
の
結
果
、
緊
急
時
に
作
業

員
を
集
め
る
こ
と
や
異
常
発
見
時
の

評
価
・
判
断
能
力
、
工
事
の
時
に
強

度
や
安
定
性
を
確
保
す
る
技
術
な
ど

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

　
も
は
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
Ｊ
Ｒ
北
海

道
と
同
じ
状
況
に
入
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
昨
年
２
月
の
京
浜
東
北
線
川
崎
駅

脱
線
事
故
に
続
き
本
当
に
深
刻
な
事

故
が
連
続
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
安
全
軽
視
と
外
注
化
は
一
刻
も

容
認
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
株
主
第
一
の
利
益
追
求
型
の
経
営

を
あ
ら
た
め
、
鉄
道
業
務
の
外
注
化

を
や
め
さ
せ
よ
う
。
す
べ
て
の
鉄
道

業
務
を
Ｊ
Ｒ
の
直
営
に
戻
し
、
関
連

職
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
を
Ｊ

Ｒ
に
直
接
雇
用
さ
せ
よ
う
！

　
Ｊ
Ｒ
の
職
場
で
は
国
鉄
分
割
・
民

営
化
以
来
の
大
再
編
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
大
量
退
職
と
外
注
化
の
矛
盾

が
吹
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
動
労
千
葉
―
動
労
総
連
合
は
国
鉄

分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
て
30
年
間

闘
っ
て
き
ま
し
た
。〝
闘
い
な
く
し

て
安
全
な
し
〟
で
す
。
Ｊ
Ｒ
の
安
全

無
視
と
外
注
化
と
闘
う
た
め
に
全
国

に
動
労
総
連
合
を
！

己
責
任
」
と
書
か
れ
た
念
書
が
強
要

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ト
で
解
雇
阻
む

　
上
野
東
京
ラ
イ
ン
の
開
通
で
高
崎

線
・
宇
都
宮
線
が
東
海
道
線
へ
乗
り

入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
東
京
駅

で
行
っ
て
い
た
全
車
両
清
掃
の
業
務

が
小
田
原
事
業
所
に
移
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
要
員
を
ま
っ
た
く
増
や
さ

な
い
た
め
深
刻
な
労
働
強
化
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
動
労
神
奈
川
は
、
Ｊ

Ｒ
横
浜
支
社
の
こ
う
し
た
状
況
に
対

し
て
労
働
者
の
尊
厳
と
労
働
条
件
を

守
る
た
め
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
動
労
神
奈
川
は
、
環
境
ア
ク
セ
ス

と
団
体
交
渉
を
行
い
、
業
務
の
増
加

に
見
合
う
増
員
を
要
求
し
、
正
社
員

化
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
雇
止
め
通
告
さ
れ
た
組

合
員
を
守
る
た
め
に
３
月
26
日
、
24

時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
ま
し

た
。
環
境
ア
ク
セ
ス
は
３
月
30
日
、

解
雇
を
撤
回
し
契
約
更
新
を
提
示
し

ま
し
た
。

動
労
西
日
本
の
闘
い

　
動
労
連
帯
高
崎
の
組
合
員
が
働
く

Ｊ
Ｒ
高
崎
サ
ー
ビ
ス
籠
原
事
業
所

（
埼
玉
県
）
で
は
、
上
野
東
京
ラ
イ

ン
の
開
業
に
伴
い
構
内
に
入
出
区
す

る
車
両
が
急
増
し
、
点
検
が
省
略
さ

れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
量
も
倍
増
し

て
い
ま
す
。

　
福
知
山
線
脱
線
事
故
か
ら
10
年
と

な
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、
動
労
西
日

本
が
外
注
化
や
契
約
社
員
制
度
と

闘
っ
て
い
ま
す
。

　
２
月
22
日
、
列
車
の
清
掃
業
務
を

行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
環
境
ア
ク

セ
ス
の
労
働
者
を
中
心
に
動
労
神
奈

川
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
ア
ク
セ
ス
の
職
場
で
は
、
労

働
者
は
正
社
員
・
エ
ル
ダ
ー（
嘱
託
）・

契
約
社
員
・
パ
ー
ト
に
分
断
さ
れ
、

低
賃
金
と
サ
ー
ビ
ス
労
働
が
横
行
し

て
い
ま
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
雇
止

め
や
契
約
社
員
か
ら
パ
ー
ト
へ
の
変

更
が
行
わ
れ
、
解
雇
の
際
に
は
「
自

　
動
労
水
戸
は
、２
０
１
１
年
の
３
・

11
以
来
、
被
曝
労
働
の
強
制
に
反
対

し
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
は
、
人
び
と
の
健
康
と
生
活

を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
１
１
７
人
の

子
ど
も
か
ら
甲
状
腺
が
ん
（
疑
い
含

む
）
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
収
束
し
て
い
な

い
原
発
に
向
か
っ
て
列
車
を
走
ら
せ

て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
の
常
磐
線
・

竜
田
駅
へ
の
運
行
再
開
（
原
発
か
ら

15
㌔
）
に
続
い
て
、
１
月
末
か
ら
は

原
発
の
真
横
を
走
る
バ
ス
代
行
輸
送

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
動
労
水
戸
は
、
福
島
第
一
原
発
か

ら
20
㌔
圏
内
に
放
置
さ
れ
、
放
射
能

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
車
両
の
検
査
・

修
繕
業
務
の
強
制
に
反
対
し
て
ス
ト

ラ
イ
キ
で
闘
い
ま
し
た
。
常
磐
線
の

延
伸
に
も
反
対
し
て
、
仮
設
住
宅
に

暮
ら
す
住
民
と
も
共
に
楢
葉
町
の
帰

町
宣
言
を
断
念
さ
せ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
の
外
注
化
に
も
幾
度

と
な
く
ス
ト
ラ
イ
キ
で
立
ち
向
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
青
年
が
御

用
組
合
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
）
を
脱
退
し
、

動
労
水
戸
へ
次
々
と
加
入
し
て
い
ま

す
。
３
月
15
日
に
は
動
労
水
戸
支
援

共
闘
も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

て
の
始
ま
り
で
す
。
北
陸
新
幹
線
の

開
業
に
伴
い
在
来
線
は
４
つ
の
第
三

セ
ク
タ
ー
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。
他

方
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
品
川
や
渋
谷
な

ど
で
数
千
億
円
規
模
の
再
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、「
40
年
ま
で
に
８
９
６
自

治
体
が
消
滅
す
る
可
能
性
」
と
予
測

す
る
レ
ポ
ー
ト
が
大
き
な
衝
撃
を
与

え
ま
し
た
。
全
国
３
万
校
の
小
中
学

校
を
半
分
に
統
廃
合
す
る
な
ど
病
院

や
介
護
施
設
、
水
道
や
保
健
所
な
ど

住
民
生
活
に
不
可
欠
な
社
会
イ
ン
フ

ラ
が
崩
壊
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
安
倍
政
権
の「
成
長
戦
略
」

「
地
方
創
生
」
の
正
体
で
す
。
労
働

組
合
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
14
日
の
ダ
イ
改
に
伴
う
特
急

廃
止
に
反
対
し
て
２
月
26
日
に
銚
子

市
で
、
３
月
８
日
に
館
山
市
で
地
域

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
銚
子
集
会
に
は
、
地
元
の
住
民
を

は
じ
め
労
働
組
合
な
ど
約
90
人
が
参

加
。
館
山
集
会
に
も
市
民
や
議
員
な

ど
１
５
０
人
が
参
加
。
通
勤
だ
け
で

な
く
観
光
地
で
あ
る
銚
子
や
館
山
行

き
の
特
急
廃
止
は
死
活
問
題
と
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　「
銚
子
市
の
人
口
は
激
減
し
て
い

る
。
特
急
を
減
便
す
れ
ば
ま
す
ま
す

住
み
に
く
く
な
る
。
数
年
前
に
は
公

立
病
院
が
廃
止
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
。
今
こ
そ
声
を
あ
げ
よ
う
」

　
特
急
廃
止
・
削
減
は
地
方
切
り
捨

　
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
が
清
掃
や
検
修
・

構
内
業
務
、
駅
業
務
な
ど
を
委
託
し

て
い
る
Ｊ
Ｒ
千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス

（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
の
木
更
津
・
館
山
事
業

所
で
働
く
労
働
者
８
人
が
４
月
、
動

労
千
葉
に
新
た
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
外
注
化
や
規
制
緩
和
に
よ
り
鉄
道

事
業
が
バ
ラ
バ
ラ
に
分
割
・
委
託
さ

れ
、
雇
用
と
安
全
が
破
壊
さ
れ
て
い

ま
す
。
動
労
千
葉
は
15
年
間
、
外
注

化
に
対
し
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｃ

Ｔ
Ｓ
に
お
け
る
春
闘
・
賃
上
げ
闘
争

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
と
委
託

先
の
双
方
か
ら
外
注
化
と
対
決
す
る

闘
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
職
場
か
ら
の
労
働
組
合
の
復

権
を
か
け
た
闘
い
で
す
。

　
動
労
千
葉
は
鉄
道
業
務
の
外
注
化

に
15
年
間
、
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
千

葉
支
社
で
は
10
年
以
上
、
車
両
整
備

部
門
の
外
注
化
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま

し
た
。
委
託
先
で
も
動
労
千
葉
へ
の

加
入
が
始
ま
り
ま
し
た
。
外
注
化
と

の
闘
い
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

私
鉄
平
均
の
11
倍
で
す
。

　
安
全
崩
壊
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
、
大
量
退
職
の
矛
盾
の
中
で
そ

れ
が
ど
ん
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
か

も
検
討
し
な
い
で
外
注
化
を
拡
大
し

て
い
る
の
で
す
。

と
な
り
ま
し
た
。
数
年
で
人
件
費
は

１
千
億
円
近
く
削
減
さ
れ
、
そ
の
対

極
で
利
益
は
拡
大
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
04
年
以
降
、
レ
ー
ル
破
断

が
続
発
、
人
身
事
故
の
増
加
も
続
い

て
い
ま
す
。
車
両
故
障
等
に
よ
る

百
万
㌔
あ
た
り
の
輸
送
障
害
は
大
手

元
の
住
民
や
労
働
組
合
か
ら
多
く
の

声
援
を
受
け
ま
し
た
。

大
量
退
職
と
外
注
化

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
国
鉄
分
割
・
民

営
化
に
伴
う
１
９
８
０
年
代
の
新
採

抑
制
に
よ
り
40
代
の
社
員
が
ほ
と
ん

ど
い
な
い
た
め
今
後
10
年
で
４
割
超

を
占
め
る
50
代
の
ベ
テ
ラ
ン
社
員
が

退
職
し
ま
す
。技
術
や
経
験
の
確
保
・

継
承
は
切
実
な
課
題
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
鉄
道

業
務
の
全
面
的
な
外
注
化
を
強
行
し

て
い
る
の
で
す
。

　
１
９
９
９
年
か
ら
本
格
化
し
た
外

注
化
に
よ
り
保
線
・
電
力
・
信
号
通

信
の
部
門
は
軒
並
み
委
託
さ
れ
、
Ｊ

Ｒ
社
員
も
数
千
人
が
委
託
先
に
出
向

は
、
地
方
住
民
の
生
き
る
権
利
を
切

り
捨
て
る
も
の
で
す
。

　「
特
急
が
来
な
く
な
れ
ば
商
店
街

や
タ
ク
シ
ー
は
成
り
立
た
な
い
。
朝

の
特
急
で
東
京
ま
で
通
勤
す
る
人
も

い
る
」。
銚
子
市
・
館
山
市
で
は
特

急
廃
止
反
対
の
地
域
集
会
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
（
左
下
記
事
）。

　
今
回
の
ス
ト
は
、
自
民
党
・
安
倍

政
権
の
地
方
切
り
捨
て
に
対
す
る
反

撃
の
開
始
で
す
。
運
転
士
に
と
っ
て

は
、
長
時
間
・
ロ
ン
グ
ラ
ン
勤
務
や

泊
勤
務
の
増
加
な
ど
労
働
強
化
に
反

対
す
る
闘
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
地

　
動
労
千
葉
は
３
月
13
～
15
日
、
延

べ
１
２
３
人
の
運
転
士
が
ス
ト
ラ
イ

キ
に
入
り
ま
し
た
。
ダ
イ
改
に
よ
る

房
総
半
島
エ
リ
ア
の
特
急
廃
止
・
削

減
に
反
対
す
る
闘
い
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
「
経
営
資
源
の
選

択
と
集
中
」
と
称
し
、
東
京
か
ら
70

～
80
㌔
圏
外
の
ロ
ー
カ
ル
線
切
り
捨

て
施
策
に
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
急
廃
止
は
、
今
後
は
普

通
列
車
の
削
減
、
第
三
セ
ク
タ
ー
化

へ
と
突
き
進
む
も
の
で
す
。
多
く
の

地
方
自
治
体
が
財
政
破
綻
や
人
口
減

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
の
施
策

後
続
電
車
を
止
め
た
の

で
重
大
事
故
に
は
至
ら

ず
に
済
み
ま
し
た
が
、

１
～
２
分
前
に
も
電
車

が
現
場
を
通
過
し
て
い

ま
す
。
も
し
列
車
の
目

の
前
や
通
過
中
に
倒
壊

す
れ
ば
大
惨
事
で
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
少
な

く
と
も
２
日
前
に
は
異

常
を
把
握
し
て
い
ま
し

〝闘いなくして安全なし〟今こそ労働組合を
ＪＲの安全無視と業務外注化に対し闘う動労総連合が各地で躍進

動
労
神
奈
川
を
結
成
！

〝
清
掃
要
員
を
増
や
せ
〟
動
労
連
　
　
帯

高
崎

動
労
水
戸 

ス
ト
で
被
曝
労
働
阻
止

福島圧殺と常磐線延伸に対して
地域の住民とともにストで闘う

房　総
エリア特急廃止許すな！
銚子・館山で地域集会

山  手  線
支柱倒壊

動
労
総
連
合
を
全
国
に
つ
く
ろ
う

今
す
ぐ
外
注
化
を
中
止
せ
よ

運
転
士
１
２
３
人
が
ス
ト

３・１４ダイ改

特
急
廃
止
と
外
注
化
に
反
撃
開
始

動労千葉に８人加入
ＪＲと委託先の双方からの闘い

木更津・君津・館山


